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関東平野の地形形成と沖積層

1.  Big Dataが使える時代になった

5ｍの数値標高モデル（DEM) ＆ 大量のボーリングデータ

これらをいかに活用していくか

2.  地形を1ｍ等高線の目で見直そう

Big Dataに基づく武蔵野台地の新地形区分

3.  地形と地形をつくる堆積物（地層）は一体で見るべき

ボーリングデータが大量にあると地下を透視することが可能になる

4. 縄文海進による沖積層の形成は 下末吉海進による東京層の形成とどう異なるか

ー関東平野の成立ちとの関連でー

1.～3.は最近10数人のグループで進めている共同研究の成果から



：沖積低地

武蔵野台地の地形区分の新旧比較

貝塚（1976）・岡ほか（1984） 遠藤（2017）・遠藤ほか（2018）
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：古期武蔵野扇状地
基本は沖積低地，立川面（Tc)，
武蔵野面（M)，下末吉面（S)，多摩（T）Ⅱ・Ⅰ面 新区分



赤色立体図で見る武蔵野台地・淀橋台地の地形

武蔵野扇状地の変遷： 多摩川は，各Ｓ面の間を縫って，
①神田川，目黒川方向への主扇状地（M1面）を形成した後，
②現多摩川方向へ仙川面（M2a），
③北側の石神井川方向に石神井面（M2a）をつくり，さらに，
④黒目川方向の黒目面（M2ｂ）を形成した．

②，③，④はいずれもM2面だが，若干の時代の差がある．
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赤色立体図で見る，淀橋台，荏原台と，間を抜ける目黒台，
荏原台の南側を抜ける久が原台（M2面）
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ボーリング資料の解析を行った断面線の位置
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国土地理院5ｍDEMを用いた1mコンター図＋ による地形区分
＋：等高線，高度段彩，傾斜度



RCマップで表現した武蔵野台地の地形区分

RCマップは杉中ほか（2018）による

RCマップ：
5ｍＤＥＭに対して標高1m毎に色調を変え，
10mで一巡するよう繰り返し着色した地形表現法（カシミール3Ｄを使用）．



求められた新地形区分 5m等高線を強調

：水系

青梅

上野

品川

川越

下末吉台地

多摩川

荒川

大宮台地

相模原

凡例



国分寺崖線西端付近における武蔵野面の区分

等高線間隔は1m．

等高線のずれに注目．

武蔵野面は，M1a，M2a
（南は仙川面，北は石神
井面），M2b，M2c，M2d，
M3/Tc に細分される．

M3/Tcの時代には国分
寺崖線をTc面が乗り越
えたと思われ，この部分
の崖線は不明瞭となる．
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武蔵野線に
沿う断面図

小金井街道に
沿う断面図

TPは全武蔵野面に
あるが，OPは小平
面（M1)にのみある
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板橋区西部・練馬区北部・和光市付近の
S＜面，S面，N面，M面の分布

武蔵野台地の北東部にも淀橋台と同時期のS面（和光～徳丸台）が存在した（現在は著しく侵食されている）．



縦20倍 180926作成

3Dで見る武蔵野台地（新区分）
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過去25万年間の地形・地層形成と海水準変動



大磯丘陵のOn-Pm1, Hk-OP, Hk-TPなど 東京でも鍵になる！

（撮影：千葉達朗氏）
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地形と表層の地盤(地質)は一体で見ないといけない

• 大量のボーリング資料（Big Data）が公開されたおかげで，
地下を透視しているかのように地下の実体がよく分かる．

• 多数の詳細地質断面図に基づくボーリング資料の自動判定の試み
⇒ 東京礫層上面復元図（海が入る前の古地形）．

50ｍ mesh分解能であり，従来とは全く異次元のレベル．

• 数万本のデータによって明らかになる，
東京層基底地形＝16～12万年前の古地形から，何が読み取れるのか？

下末吉面・東京層の成り立ちがよくわかる．
軟らかい粘土層で埋積された谷，波食作用の跡，様々な崖地形がある中で，
伏在活断層を発見する手がかりになるだろう．
地下水の流れ方を知る上でも重要な資料となる．



主な断面図（主放射状路線）



地質層序判定システム
（堀他､2018）による
東京層基底面図に，
多数の地質断面図
から得られる知見を
加え総合した
東京礫層上面の
埋没地形復元
（杉中ほか，2018） 標高(m)
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詳細解析例 東京層の基底面図（東京礫層上面）

16～12万年前の古地形

上野～池袋周辺

50ｍ mesh 分解能
1ｍ等高線で表現

西半部(黄～赤)は台地
東半部(青～黄緑)は
東京低地

東京層の下部泥層埋積谷
を，0～-5ｍの旧海岸線地
形（波食面）が横切る
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東京層の基底面図（東京礫層上面） 東方から俯瞰

築地～六本木一帯に東京層以前
の築地層の高まりが存在



MIS 6 期の流路の位置（須貝ほか､2013）



東京湾-浦賀水道の
海底地形

（堀伸三郎氏作成）
T:東京海底谷

MIS 6 の保土ヶ谷
礫層（相模川水
系）が横浜市根岸
まで追跡される

アクアラインの風の塔
付近で-90ｍ～-100ｍに
認められる礫層が東京
礫層に相当する可能性
が強い

東京低地
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ぐって/ 沖積層研究の重要性



：マガキ礁（マガキ密集層）
：復興局（1929）によるカキ密集層

沖積層の基底地形の復元 ［沖積層の器］（遠藤ほか，1988）
マガキ礁（カキ密集層）の分布（遠藤，2015）
○・☆に添えられた数字はマガキが産出した海抜高度を示す
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関東平野中央部の相対的海水準変動曲線(遠藤，2015を修正)
赤実線と赤の帯：相対的海水準変動曲線．紫の帯（5000年前以前）：Lambeck et al. (2002)，
Clark et al. (2009)，Bard et al. (2010) から編集したグローバルな海水準変動曲線．
２つの帯の差異は主としてハイドロアイソスタシーによる．
潮間帯（カキ）はマガキ礁と想定できるもの．



東京湾-東京低地-中川低地の海進・海退と沖積層形成（遠藤，2015）
カキ礁の移動によって縄文海進の進行，海岸線の移動，有楽町層の形成を捉える．
断面図中の数字は年代．矢印付きの数字は各年代の海岸線の推定位置．

海退の速度：1.0km/100年
海進の速度：1.3km/100年

相対的海水準低下の速度：0.06m/100年
相対的海水準上昇の速度：1.1m/100年

詳細は遠藤（2017）：『日本
の沖積層－未来と過去を結ぶ
最新の地層―』，冨山房イン
ターナショナル．参照



縄文海進時の東京の海
(7500～5000年前の海域)

当時の海面高度は＋2.5ｍ前後．

しかし，この図では，台地の中の
谷では現在の地表面高度
＋7～＋8ｍまで海が入った．

その差は，海が引いた後，
泥炭層などが堆積したため．

右図にはJRや私鉄が示される
が，その意図は---



★ 縄文海進のイメージは改める必要がある

• 7000年前には奥まで海は入っており，以来5000年頃まで
海水準は高位（＋2～＋3ｍ）を維持した．

• 主要河川の土砂運搬は6000年前には始まっており，
デルタは進出を始めていた（海退の始まり）．

• したがって，主湾ではデルタの進出によって海退が始まるが，
多数の小規模な入江は残っていた．

• 海水準の低下は4800年～4600年前以後であった．

• 以後，河川作用が卓越する時代へ．



小暮岳実（2011）荒川低地へ向
かった後期完新世の利根川旧
流路 ー妻沼低地における旧流
路の復元ー．地学雑誌，120(4)，
585-598．

妻沼低地・
荒川低地北部の

微地形
（小暮，2011に加筆・修正）

利根川の旧流路・
自然堤防が，図のA 

現利根川流路から
荒川扇状地の東，B 
行田付近を経てA’

吉見方面へ流れて
いた．
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利根川東遷事業の前後における利根川，荒川の流路
（大熊，1979に基づき簡略化）

利根川はおよそ3000年前に，行田付近から加須低地～中川低地
に流路を移し，大暴れした



関東平野の地形形成と沖積層

1.  Big Dataが使える時代になった

5ｍの数値標高モデル（DEM) ＆ 大量のボーリングデータ

これらをいかに活用していくか---使いこなす人間の側の力が求められる

2.  地形を1ｍ等高線の目で見直そう

Big Dataに基づく武蔵野台地の新地形区分----身近な地形を見直し活用しよう

3.  地形と地形をつくる堆積物（地層）は一体で見るべき

ボーリングデータが大量にあると地下を透視することが可能になる

---解析精度を高め，各地で応用を図るべき

4. 縄文海進による沖積層の形成は 下末吉海進による東京層の形成とどう異なるか

ー関東平野の成立ちとの関連でー

---利根川（古東京川）の流路変遷（過去20万年間に遡って）の解明へ

---温暖化の進む将来に生かしたい



ご清聴ありがとうございました


